
 

「東京都における文化財庭園の保存活用計画（共通編）」および 

「旧浜離宮庭園保存活用計画」の策定について（お知らせ） 

都立庭園の今後の保存活用のあり方を示す計画と浜離宮恩賜庭園の計画を作成中であり、本年３月末に策定・公表予定です。 

都立庭園は、浜離宮恩賜庭園、旧芝離宮恩賜庭園、小石川後楽園、六義園、向島百花園、清澄庭園、旧岩崎

邸庭園、旧古河庭園、殿ヶ谷戸庭園の９庭園です。 

１．計画の目的 

２．計画策定の経緯 

３．計画内容 

都立庭園に共通する課題や今後の保存活用のあり方を示す計画（「東京都における文化財庭園の保存活用計画（共通編）」）と、個々の庭園の特色

を踏まえ、役割や保存活用の方策を示す各庭園の計画（「保存活用計画」）を策定し推進していくことで、東京に継承された庭園文化をより多くの人々

に伝えていく。 

・平成 16 年度に「東京都における文化財庭園の保存管理計画」（東京都建設局公園緑地部）を策定以降、平成 19 年、22 年と一部を改定。 

・既定計画の策定から 10 年が経過。都立庭園については、「文化財庭園の保存・復元・管理等に関する専門委員会」(委員長：進士五十八) にて

従来の「保存」に加え、「活用」を重要な柱としていく方針で、平成 26 年度から検討を実施。 

① 「東京都における文化財庭園の保存活用計画（共通編）」 

都内にある文化財庭園を俯瞰し、都立庭園の特色を明らかにし、期待される役割や今後の課題と活用の方向性を表す。 

 

② 「旧浜離宮庭園保存活用計画」 

旧浜離宮庭園について、文化財としての保存と活用の調和に配慮しながら、保存・活用・整備の方策を表す。 

４．今後の予定 

平成２９年３月  文化財庭園の保存・復元・管理等に関する専門委員会 開催 

同年３月末    「東京都における文化財庭園の保存活用計画（共通編）」および「旧浜離宮庭園保存活用計画」策定 

                   プレス発表、建設局ホームページ掲載予定 

          ※ 順次、各庭園の「保存活用計画」を策定する。 
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